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　　今年も島根県雲南市では国の特別天然記念物に指定されているコウノトリの
　ひなが4羽誕生し、元気にすべて巣立っていきました。4羽が誕生したのは
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広島局間連第48回通常総会について

広島局間連第48回通常総会開催

令和3年5月27日（火）鳥取県米子市において

開催を予定しておりましたが、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止の観点から、会員の皆様の健

康面の安全を考慮し、今年度も、「書面決議」に

よる実施となりました。

令和2年度活動報告及び令和3年度活動計画、

令和2年度収支決算報告及び令和3年度収支予算

計画、役員改選、10％ up会員増強報奨金制度創

設の全ての議案について、承認となりました。

令和2年度の事業活動において、会員増強及び

組織拡充について、積極的に取組んでまいりま

したが、8,510人社（令和3年4月1日現在）と前

年対比▲422人社の大幅減少となり、昨年度に続

き、大きな課題を残す結果になりました。

また「税の標語」募集状況も前年対比▲1,381

点減の20,357点となり、コロナ禍の中、皆様の

ご協力で2万点を確保することが出来ました。

今年度も新型コロナウイルス感染拡大の影響に

より、会員増強及び組織拡充について、非常に

厳しい状況が予想され、研修会開催なども開催

が危ぶまれておりますが、引続き財務基盤の拡

充に向けた会員の増強と、消費税に係る研修会

開催等、計画的に取組んで参りたいと考えます。

令和5年10月に予定されている仕入れ税額控

除の仕組みとしての「インボイス制度」導入に

よる、消費税制度の新たな時代を迎えようとし

ており、消費税についての理解を啓蒙する団体

として、間税会の役割はますます重要になって

おります。

こうした中、各単位会が例年にも増して、各

所管税務署との連携を密にし、現下のコロナ禍

の非常に厳しい状況に負けず、引続き間税会活

動に積極的に取組んで頂きたいと思います。

会　長	 土屋卓夫
事務局	 〒690 -2404
	 島根県雲南市三刀屋町三刀屋 274 -10
	 雲南市商工会内
	 TEL0854 - 45 -2405　FAX0854 - 45 -2446

雲 南 間 税 会

島根県間税会連合会
松江間税会	 出雲間税会	 石見大田間税会	 雲南間税会
浜田間税会	 益田間税会	 隠岐島間税会	 各間税会

全 間 連 　 令 和 ２ 年 度 「 税 の 標 語 」 最 優 秀 作 品

「くらしを支える消費税  しっかり学んで  正しく納税」
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令和3年度活動について

はじめに、新型コロナウイルス感染症により

影響を受けられている皆様に心からお見舞申し

上げます。また、日夜最前線で新型コロナウイ

ルス感染症の治療や看護に力を尽くされている

医療従事者の皆様に、心よりの感謝と敬意を表

します。

今年度に入りまして、感染防止対策の切り札

ともいえるワクチン接種も本格的に開始され、

一定の進展も見受けられますが、依然として新

型コロナウイルス感染症の猛威は続いておりま

す。新たな変異株の出現など、さらなる感染拡

大において予断を許さない状況にある中で、会

員の皆様方におかれましても、その脅威を克服

しようと大変苦慮されていることと思います。

さて、間税会といたしましては、令和5年10

月に予定されている仕入税額控除の仕組みとし

ての「インボイス制度」導入による、消費税制

度の新たな時代を迎えようとしており、消費税

についての理解を啓蒙する団体としての間税会

の役割はますます重要になって参ります。

しかしながら、間税会活動の活性化に向けた

重要施策である会員増強については、新型コロ

ナの影響等により、本年4月1日現在の会員数は

前年度比▲442人社の8,510人社と、昨年に続き

大幅な減少となっております。

今年度も、引き続き新型コロナウイルス感染

症の拡大状況を注視しつつ、また税務当局の助

言を仰ぎながら、弾力的に間税会活動を行って

参りたいと思います。

各単位会の会長を始めとする会員の皆様方に

は、現下のコロナ禍の大変厳しい状況ではあり

ますが、各税務署と適切な連携のもと、活動維

持・強化に向けて、会員増強・財務基盤の確保

に注力いただき、間税会活動に積極的にご協力

賜りますようお願い申し上げます。

結びに、コロナ禍の早期収束及び会員皆様の

ご健勝とご活躍を祈念しまして挨拶とさせてい

ただきます。

広島国税局間税会連合会　会長

池田　晃治
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自　令和2年4月１日
至　令和3年3月31日

自　令和2年4月１日
至　令和3年3月31日

1　一般会計
⑴　収支決算書
収入の部� 単位：円

科　　目 予　算 実　績
会 費 7,564,700 7,413,100 
� （一般） 7,161,600 7,161,600 
� （業種別） 103,100 101,500 
� （賛助） 150,000 150,000 
� （特別） 150,000 0 
広 告 料 550,000 459,780 
雑 収 入 30,000 44 
① 収 入 合 計 8,144,700 7,872,924 

活　動　実　績
行事名等 内　　容

会員増強な
らびに組織
の拡充

⑴令和2年度における会員数を局連は9,920
人社を目標とする

　令和3年4月1日現在の会員数8,510人社
　（前年対比▲442）
⑵会員数100人社未満の単位会は4月1日現
在19単位会

⑶会員増強期間の設定（R2.7からR2.9まで）
成果▲165人社

　（別紙 参考資料1・2）
⑷青年部・女性部新規設立なし
　（別紙 参考資料3）

総会 ・R2.5.27開催（書面決議）

役員会 ・正副会長会議	 R2.4.20（書面）/R2.11.20
・常任理事会	 R2.5.27（書面）

専門委員会 ・広報委員会	 R2.7.20/R2.11.13/R3.3.19
・総合同委員会	開催中止

（総務・財務・会務運営・税制・広報）
・委員長会議	 R2.11.6（書面）/R3.3.24

業種別部会
ごとの活動

・印紙税部会　通常総会	 R2.6.8
・飲料部会税務講習会	 未開催
・揮発油部会　水島税務懇話会	 R2.10.22
・揮発油部会　山口税務懇話会	 R2は開催せず
・揮発油部会　芸防税務懇話会	 R2は開催せず

税を考える
週間の関連
行事

単位会・県間連・業種別部会ごとに「税を考え
る週間」中に行事等を開催
令和2年度 「税の標語募集」 広島局間連応
募総数　20,357点
（前年比▲1,381点）全間連優秀1作品。その
他入選16作品（別紙 参考資料4）

研修会・講演
会の積極的
開催

『消費税申告におけるチェックシート』活用によ
る研修会及び事業承継研修会開催状況
8単位会で研修会を開催（R..3末現在）
（別紙 参考資料5）

行政協力に
対する活動

軽減税率及び事業承継制度に関する説明会
の開催

行政に対す
る提言活動

消費税に関するアンケート実施
（実施日R2.4.1　配布枚数1,510枚）
859枚/1,510枚　回収率56.9%
（全間連枚11,037枚/15,000枚）　73.6％
全間連を通じて財務大臣等に提言

全間連関係
行事

・広報委員会	 （R2.5.22）（中止）
・揮発油税中央セミナー	 （R2.6.）（中止）
・税制委員会	 （R2.6.29/3.1.21）（中止）
・財務委員会	 （R2.7.7）（中止）
・会務運営委員会	 （R2.7.6）（中止）
・総務委員会	 （R2.7.8）（中止）
・事務局長会議	 （R2.8.27）（中止）
・通常総会（仙台大会）	 （R2.9.10）（書面）
・青年部・女性部通常総会	 （R2.9.10）（書面）
・正副会長会議	（R2.7.28/9.10/3.1.21）（書面）
・常任理事会	 （R2.7.28/9.10/3.1.21）（書面）
・納税功労表彰受彰祝賀会	（R3.1.21）（中止）
・賀詞交歓会	 （R3.1.21）（中止）
・モデル会会同	 （R3.2.）（中止）

⑵　貸借対照表� 単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科 目 金　　額 科 目 金　　額
普通預金 5,051,392 次期繰越金 5,051,392
合 計 5,051,392 合 計 5,051,392

支出の部� 単位：円
科　　目 予　算 実　績

会 議 費 250,000 1,206 
分 担 金 1,960,000 1,955,000 
事 業 費 1,850,000 1,135,358 
（間 税 だ よ り） 1,200,000 975,288 
会員増強奨励金 153,000 153,000 
印 刷 費 60,000 27,082 
事 務 委 託 費 1,716,000 1,716,000 
通 信 費 800,000 744,152 
旅 費 交 通 費 等 700,000 0 
事 務 用 品 費 40,000 56,131 
慶 弔 費 50,000 50,000 
全間連行事参加助成金 39,000 0 
諸 雑 費 10,000 0 
予 備 費 50,000 0 

0 0 
② 支 出 合 計 7,678,000 5,837,929 
③当期収支（①-②） 466,700 2,034,995
④ 前 期 繰 越 金 3,016,397 3,016,397
⑤ 繰越金 （③＋④） 3,483,097 5,051,392 
⑥ 特別会計へ繰入 0 0 
⑦ 次期繰越金（⑤-⑥） 3,483,097 5,051,392 

令和2年度（第47期）収支実績 令和2年度（第47期）活動報告

⑵　貸借対照表� 単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科 目 金　　額 科 目 金　　額
普通預金 2,322,453 次期繰越金 2,322,453
合 計 2,322,453 合 計 2,322,453

2　特別会計
⑴　収支予算
収入の部� 単位：円
科　　目 予　算 実　績 予算対比
分担金繰入金 0 0 0
利 息 10 21 11
① 収入合計 10 21 11

支出の部� 単位：円
科　　目 予　算 実　績 予算対比

0 0 0
特別表彰報奨金 0 0 0
② 支出合計 0 0 0
③ 当期収支（①－②） 10 21 11
④ 前期繰越金 2,322,432 2,322,432 0
⑤ 次期繰越金 2,322,442 2,322,453 11
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自　令和3年4月１日
至　令和4年3月31日

自　令和3年4月１日
至　令和4年3月31日

1　一般会計
⑴　収支予算書
収入の部� 単位：円

科　　目 前年実績 予　算
会 費 7,413,100 7,209,500 
� （一般） 7,161,600 6,808,000 
� （業種別） 101,500 101,500 
� （賛助） 150,000 150,000 
� （特別） 0 150,000 
広 告 料 459,780 580,000 
雑 収 入 44 30,000 
① 収 入 合 計 7,872,924 7,819,500 

⑵　貸借対照表� 単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科 目 金　　額 科 目 金　　額
普通預金 5,310,892 次期繰越金 5,310,892
合 計 5,310,892 合 計 5,310,892

支出の部� 単位：円
科　　目 実　績 予　算

会 議 費 1,206 250,000 
分 担 金 1,955,000 1,965,000 
事 業 費 1,135,358 1,850,000 
（間 税 だ よ り） 975,288 1,200,000 
会員増強奨励金 153,000 30,000 
印 刷 費 27,082 60,000 
事 務 委 託 費 1,716,000 1,716,000 
通 信 費 744,152 800,000 
旅 費 交 通 費 等 0 700,000 
事 務 用 品 費 56,131 40,000 
慶 弔 費 50,000 50,000 
全間連行事参加助成金 0 39,000 
諸 雑 費 0 10,000 
予 備 費 0 50,000 

0 0 
② 支 出 合 計 5,837,929 7,560,000 
③当期収支（①-②） 2,034,995 259,500
④ 前 期 繰 越 金 3,016,397 5,051,392
⑤ 繰越金 （③＋④） 5,051,392 5,310,892 
⑥ 特別会計へ繰入 0 0 
⑦ 次期繰越金（⑤-⑥） 5,051,392 5,310,892 

令和3年度（第48期）収支予算

⑵　貸借対照表� 単位：円
資　産　の　部 負　債　の　部

科 目 金　　額 科 目 金　　額
普通預金 2,322,474 2,322,474
合 計 2,322,474 2,322,474

活　　動　　計　　画
行事名等 内　　　容

会員増強な
らびに組織
の拡充

⑴令和3年度における会員数9,000人社を目標
とする（別紙参考資料6）
⑵会員数100人社未満の単位会は毎年10人
社の純増を図る

⑶会員増強期間の設定（R3.7～R3.9）増強期
間の獲得

　目標は、各単位会4月1日現在、会員数純増
5人社とする

⑷退会防止への取組み強化
⑸青年部・女性部の結成促進並びに育成強
化を図る。

総会 ・R3.5.27開催（書面決議）

役員会 ・正副会長会議	 R3.4.27
・常任理事会（書面決議）	 R3.5.27

専門委員会 ・委員長会議	 R3.6/R4.3
・総務委員会	 R3.10/R4.3
・財務委員会/会務運営委員会	 R3.10/R4.3
・税制委員会	 R3.5/R3.12
・広報委員会	 R3.9/11/R4.3

業種別部会
ごとの活動

・各部会の特性を生かし､積極的に活動する
（引続き消費税の説明会等を開催する）

税を考える
週間の関連
行事

単位会・県間連・業種別部会ごとに「税を考え
る週間」中に行事等を開催する
令和3年度の「税の標語募集」をする（国税庁
後援）

研修会・講
演会の積極
的開催

消費税に関する説明会の開催
『消費税申告におけるチェックシート』の活用見
直しを図り、所管税務署等と連携し「研修会・
講演会」を計画的に開催する
インボイス制度導入に向けた研修会開催（登
録申請受付開始：10月1日）　令和5年10月1日
導入

行政協力に
対する活動

国税当局との一層の連携・協調　
情報発信の強化（間税だより・ホームページの
充実）

行政に対す
る提言活動

消費税等に関するアンケート調査を実施する
（実施日R3.4.1　配布枚数1,500枚）
全間連を通じて財務大臣等に提言をする

全間連関係
行事

・広報委員会	 R3.5.21
・揮発油税中央セミナー	 R3.6
・税制委員会	 R3.6.29/R4.1
・財務委員会	 R3.7.7
・会務運営委員会	 R3.7.6
・総務委員会	 R3.7.8
・正副会長会議	 R3.7./R3.9.22
・事務局長会	 R3.9.2
・通常総会（松山大会）	 R3.9.22
・青年部･女性部通常総会	 R3.9.22
・納税功労表彰受賞祝賀会及賀詞交歓会	 R4.1
・モデル会会同	 R4.2

令和3年度（第48期）活動計画

2　特別会計
⑴　収支予算
収入の部� 単位：円
科　　目 実　績 予　算 前年対比
分担金繰入金 0 0 0
利 息 21 21 0
① 収入合計 21 21 0

支出の部� 単位：円
科　　目 実　績 予　算 前年対比

0 0 0
0 0 0

② 支出合計 0 0 0
③ 当期収支（①－②） 21 21 0
④ 前期繰越金 2,322,432 2,322,453 21
⑤ 次期繰越金 2,322,453 2,322,474 21
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総 会 を 終 え て総 会 を 終 え て

令和3年度活動方針、
会長挨拶

　令和2年度は、コロナで始まりコ
ロナで終わったような気が致します。
　単位会、県間連の総会も中止、会議もほとんどが
書面による決議となりました。
　3年度になればコロナも収束して普通の生活が出
来るのではと淡い希望を持っておりましたが、見事
に打ち砕かれました。我々老人世代はほとんどの方
が2回目の接種が終わり、感染者が、ぐっと減っと
るようです。今度は若い世代に感染が広がっている
ようです。各世代に早くワクチンがいきわたり、オ
リンピックも感染の広がりが少なく無事に終了して
くれるのを祈るばかりです。

　今年度は、6月22日（火）ホテルサンルートに於
いて第33回の県間連通常総会を開催致しました。コ
ロナ禍での総会の為、税務署関係の方の出席はかな
わず、間税会役員方々だけの出席で開催となりまし
た。下関波田会長を議長に選出し、開始しました。
　第1号議案　�令和2年度事業活動報告収支決算報告

監査報告　
　第2号議案　令和2年度単位会活動報告　
　第3号議案　令和3年度事業計画案収支予算案　
　第4号議案　役員改選
　迄全議案報告、承認頂き、岩国守田会長の閉式の
辞で終了しました。
　7月東京での全間連理事会、9月全間連総会も中止
となりました。
　早くコロナが終息し、通常の会合、会議が開催さ
れる事を祈ってご挨拶とさせて頂きます。

山口県間税会連合会
会長　村谷太洋

『会長挨拶』
　昨年はコロナ禍で経済社会が激
変し、全世界がこれまでに経験し

たことのない危機に直面し、命や経済を守るため、
必死に対応してまいりました。
　会員の皆様におかれましても、家族を守るため、
企業を守るため全力を尽くされたと思います。
　しばらくの間は、例年のような会活動が思うよう
に行えない状況が続くと思われますが、本会におい
ては、現況をしっかりと把握し、牛歩ではあります
が、地に足をつけ、たゆまず進み続けてまいりたい
と思います。

『令和3年度活動方針』

　昨年度に引き続き、①会員増強と組織の活性化　

②納税道義の高揚　③適正な申告などに努めていく
とともに、次世代を担う生徒たちへの租税教育にも
重点的に取り組むこととしております。
　具体的施策としては、
①�組織の拡大・強化の一環として「特定の企業の取
引先で構成する協力会」をターゲットとした新規
会員（賛助会員）の獲得を図る。
②�単位会への資金援助として「講演協賛金」及び「会
員増強援助金」など、積極的な助成を図ることに
より、会員増強意識を更に高める。
③�県内16単位会を4ブロック（東・西・南・北部）
に分けるとともに、各ブロック長を任命し、常任
理事会を持ち回りで開催する。
④�国税局幹部や著名人の講演会、研修会、園児への
租税教室（紙芝居）及び山陰地区等の交流会など
を積極的に開催する。

広島県間税会連合会
会長　久保弘睦

『令和3年度総会と活動方針』

　去る6月24日にサンピーチOKAYA…
MAにおいて、新型コロナウイルス

感染拡大防止のため参加人数を制限して、令和3年度
総会を実施致しました。
　令和2年度の事業報告、令和3年度の事業計画が承
認され、今年度の重点施策を、「会員増強と組織の

拡充」「消費税完納運動の推進」「申告納税制度の推
進」と定め、間税会の推進事業である「税の標語」
や「租税教室」を軸に、実りある会となるよう努め
ていくこととなりました。
　その後の役員会において、長年会長を務められて
きた浅野益弘氏の顧問就任と㈱トマト銀行社長の髙
木晶悟氏の新会長就任が承認されました。

会長　髙木晶悟
岡山県間税会連合会
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～杉原鳥取県間税会連合会長挨拶～

　昨年と同様、本年も広島国税局間
税会連合会総会及び当連合会総会

が、新型コロナウイルスの影響によりいずれも書面
決議となりました。早期の新型コロナウイルス終息
を願い、次回の開催を期待したいと思います。
　間税会の歴史は比較的まだ浅いのですが、税収面
では、消費税は法人税など他の税収と比べ大きく、
現在はトップの地位にあります。
　消費税を中心とした納税者団体である間税会の役

鳥取県間税会連合会
会長　杉原弘一郎

島根県間連会長挨拶

　令和3年度理事会及び総会は、コロ
ナ禍の為昨年に引き続いて書面での

決議となりました。来年は、皆さんと御顔を見せ合
いながらの総会と意見交換が出来ることを楽しみに
しております。
　昨年以降コロナ感染が拡大し事業継続が難しくな

られた事業者も多く、会員の減少が各単位会で続い
ている中ではありますが、租税教室や世界の消費税
率クリアファイルの配布、税の標語募集などを通じ
て、将来を担う子供たちに税金の大切さ・税金の使
い道について意識してもらうことなど、間税会の存
在意義を高められる活動を継続していかなければと
考えております。会員皆様のご協力を宜しくお願い
いたします。

島根県間税会連合会
会長　山崎　純

割は大変重要であり、今後ますます組織の発展が必
要であると考えております。
　現状は様々な活動が自粛・制限されている状況で
すが、本会の主旨である税務知識の普及と納税道義
の高揚を図るため、感染予防対策を講じながら、租
税教育、会員増強等の取り組みを行っていきたいと
思います。
　私も、引き続き会の発展に向け全力で邁進して参
りますので、税務当局の皆様をはじめ、役員並びに
会員の皆様のご協力をいただきたくよろしくお願い
申しあげます。

〇令和3年4月1日～令和6年3月31日
〇�会員数は令和3年4月1日を基準とし、以降
毎年4月1日を判定日とします。
〇�初年度に達成した単位会については、翌年
4月1日現在での会員数維持を必須とする。
〇�インセンティブは、一律30,000円とし、
一度限りとします。

『10％UP会員増強報奨金制度』を
創設しました。

基準会員数から、10％UPを達成した単位会へ報奨金を送ります。

制 度 内 容

対 象 ・ 条 件

事務局からの
お知らせ 会員増強にチャレンジしよう
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令和3年度広島局間連
女性部活動について

　今年度も、新型コロナウイルス感染症拡大が、収
束するどころか、再び感染爆発の危機さえ予測され
るなど、日本国内の経済活動等に大きな影響を及ぼ
しております。
　私たち、広島局間連女性部の活動にも、会議の中
止や研修会開催の中止、そして青年部と合同の広島
国税局との合同意見交換会の中止など、定例の活動
が停止しており、部員相互間の意見交換・情報交換
の機会が減少するなどの大きな影響が出ております。
　しかしながら、私たち、広島局間連女性部は、①
税務行政の正しい理解 ②会員相互の親睦、情報交
換③地域活動への積極的な取組み④学校との連携の
強化などを基本理念として、活動に取組んでおり、
こうした状況の中でも基本理念を忘れることなく、
　活動に積極的に取組む方針であります。
具体的には、活動の中心として取り組んでおります、
市内保育園・幼稚園・小学校へ「税の紙芝居」の贈
呈と出前授業の実施や中学校・高等学校において『税
の標語」の募集、税に関する「ディベート大会」の
開催要請などにもご理解とご協力をいただきなが
ら、進めてまいりたいと考えております。
　私たち広島局間連女性部は、これからも、「新型
コロナウイルス感染症」感染拡大という、国難を乗
り越え、強い使命感と自覚のもと広島局間連女性部
の活動を部員全員で頑張ってまいりますので、引続
きご支援ご協力をよろしくお願い致します。

局間連女性部
部長　前　京子

令和3年度広島局間連
青年部活動について

　令和2年1月以降、わが国においても新型コロナウ
イルスの感染が広がり、度重なる緊急事態宣言等が
発令され、私たちの日常生活は、今もなお自粛が余
儀なくされております。
　「間税会」の活動においても、感染拡大予防の観
点から、セミナー、研究会はもちろん年1回の総会
さえも中止せざるを得ない状況であります。
　わが国の令和3年度一般会計（租税及び印紙税）
収入予算額を見てみますと、約57兆円、その内消費
税収入は約20兆円（33％）であり、国税トップの基
幹税となっております。こうしたことから、毎日の
暮らしに関わる消費税への関心はますます高まり、
私たち間税会の果たす役割も、ますます重要になっ
てまいります。
　広島局間連青年部は、このような状況だからこそ、
知恵を出し、今、自分たちに何が出来るのかを考え、
感染予防しながら国税当局、関係団体と協力しなが
ら間税会の宣伝普及活動を行ってまいりたいと考え
ております。
　秋の『税を考える週間期間』に計画しております
広島本通りパレード（広島東主催）にも例年通り青
年部も協力してまいります。
　さらなる青年部活動へのご支援とご理解、また会
員増強へのご協力もお願い申し上げます。情報提供
等もありましたらよろしくお願いします。
　未知の新型コロナウイルスに悩まされております
がワクチン接種が進むことにより感染者が劇的に減
ることを願っております。
　最後に、各間税会の益々のご発展、会員の皆さま
のご多幸とご繁栄、国税ご当局の皆さまのご活躍と
ご健勝を心よりお祈り申し上げます。

局間連青年部
部長　西本愼一

広島国税局間税会連合会 青年部および女性部活動にあたって
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　平 前会長の退任に伴い、印紙税部会会長に就任しました森岡でございます。
　はじめに、新型コロナウイルス感染症拡大により、影響を受けられました皆様に
心からのお見舞いを申し上げます。
　本部会は、広島国税局間税会連合会の業種別部会として、印紙税を中心に正しい
納税思想と知識の啓蒙及び普及に努め、もって税務行政の円滑な執行に寄与し、こ
れを通じて企業経営の健全な発展に貢献することを目的として平成4年7月に発足し、
本年で30年目を迎えました。現在、中国地方の44金融機関が会員となっております。
　本年度は、印紙税等に関する知識啓蒙を図るため広島国税局課税第二部消費税課
から講師をお迎えして地区別研修会を開催する予定としております。
　引き続き、印紙税を中心に更に正しい納税への考え方と知識の啓蒙および普及に
努め、ひいては税務行政の円滑な運営に寄与し、これを通じて企業経営の健全な発
展に貢献できるよう、積極的に取り組んでまいります。

　新型コロナウイルス禍の厳しい状況下であります
が、消費税の会である間税会において、現在、最も
必要なことは、間税会組織の基盤強化と考えており、
これからも間税会に一人でも多くの方が入会して頂
けるよう、引き続き取り組みたいと存じますのでよ
ろしくお願いいたします。
　結びに、会員皆様のご健勝を祈念いたしまして、
挨拶とさせていただきます。

『会長挨拶』
　このたび、長年にわたり会長の
重責を務められてきた浅野益弘顧

問の後任として、岡山県間税会連合会の会長に就任
することと相成りました。
　責任の重さに身の引き締まる思いでございます
が、今後は間税会の発展に専心努力いたす所存でご
ざいますので、何とぞ前任者同様ご指導ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

　　　　　岡山県間税会連合会・岡山東間税会
会長　髙木晶悟

本年度県間連・単位会・業種別部会の会長交代がありました。

会長就任にあたって

印紙税部会
会長　森岡智之

会長就任にあたって

　令和3年度より飲料部会の会長を務めさせて頂くこととなりました、フジスコ株
式会社の植田と申します。昨年度はコロナ渦で会議をはじめ、税務勉強会など様々
な行事をおこなうことが出来ず、書面開催での総会のみの開催でした。本年度もコ
ロナ渦からのスタートとなり、様々な活動が制限されておりますが、間税会連合会
の運営規約に則り、飲料部会と致しましても税の知識向上に努め、共有、発信を行
うことで普及活動の促進をしていく所存でございます。まだまだ経験も浅く、ご迷
惑をおかけすることも多々あるかと存じますが、誠心誠意務める所存でございます
ので、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

飲料部会
会長　植田悠司
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広島国税局では、令和3年6月22日付けで、局長の異動がありました。

消費税課の令和3年7月10日付けの異動は次の通りです。

消費税課長

増
ます

原
はら

　正
ただし

前任部署：�広島国税局　
課税第一部　
資料調査課長

出　　身：島根県
趣　　味：�ウォーキング、

スポーツ観戦

消費税課課長補佐

小
お

原
はら

 真
しん

也
や

前任部署：�児島税務署　
総務課長

出　　身：鳥取県
趣　　味：�料理

昭和63年３月	一橋大学経済学部卒業
昭和63年４月	�国税庁入庁（長官官房 総務課 国際業務室）
平成７年７月	熊本国税局 鹿屋税務署長
平成８年７月	熊本国税局 総務課長
平成９年７月	大蔵省 主税局 税制第一課 課長補佐
平成11年７月	国税庁 調査査察部 調査課 主査
平成12年７月	国税庁 長官官房 総務課 課長補佐
平成14年７月	�金融庁 証券取引等監視委員会 事務局特別

調査課 課長補佐
平成16年７月	国税庁 課税部 課税総括課 課長補佐
平成17年７月	国税庁 長官官房付
平成18年７月	国税庁 長官官房 企画課 課長補佐
平成19年７月	独立行政法人 造幣局 東京支局 総務課長

平成21年７月	国税庁 課税部 課税総括課 課税企画官
平成23年７月	名古屋国税局 課税第二部長
平成24年７月	名古屋国税局 査察部長
平成25年７月	福岡国税局 課税第一部長
平成26年７月	広島国税局 総務部長
平成27年７月	国税庁 課税部 消費税室長
平成29年７月	国税庁 長官官房 企画課 参事官
平成30年７月	国税庁 徴収部 徴収課長
令和元年７月	国税庁 長官官房 企画課長
令和２年７月	国税庁 課税部 個人課税課長
令和２年10月	国税庁 長官官房 企画課長
令和３年６月	現職

広島国税局長および消費税課職員の紹介

広島国税局長

永
なが

田
た

 寛
ひろ

幸
ゆき

生年月日：昭和38年7月17日
出　　身：鹿児島県

略　　歴
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〇間税会とは、
消費税を中心とした間接税の納税者で組織する団体です。
※�間接税とは、消費税・酒税・たばこ税・揮発油税・石油ガス税のように、納税者と担税者が異なる税で、
この税金分は通常、取引価格に上乗せされています。

〇間税会とは、
間接税についての知識を習得し、自主的な申告納税体制の確立を通じて、円滑な税務運営
に協力しています。

〇間税会とは、
会員企業の健全な発展を寄与するために、いろいろの情報を提供するとともに、会員間の
交流を図っています。

〇間税会とは、
会員以外の方にも、参考になる消費税などについての情報を提供しています。

〇間税会とは、
次のことを目的として活動しています。
	 ◦会員企業の発展
	 ◦税務知識の取得と普及
	 ◦税務行政への協力

〇間税会とは、
次のような役割と使命を担っています。
	 ◦�会員企業の立場で、税制及び税務執行の改善のための提言と国税
当局とのパイプ役となります。

	 ◦会員企業にとって必要な税務や経営のための情報を提供します。
	 ◦�会員相互の連帯と協調を図り、企業の発展と会員の福利厚生に
寄与します。

新シリーズ掲載開始 !

TAX
今さら聞けない 今回より、「今さら聞けない

間税会」と題して、「間税会」
の目的・歴史などを掲載して
行きます。第1回目は、《間税
会とは》です。
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浜田の赤天
お酒・ビールに合うおつまみとして、軽く炙ってマヨ
ネーズ醤油、生姜醤油、ウスターソースなど、お好み
のソースでお召し上がりください。パン粉のサクサク
感と唐辛子のピリピリ感、食感のモチモチ感が癖にな
る美味しさ！ 

提供　島根県間税会連合会

事 務 局 の 介紹事 務 局 の 介紹
山口間税会　事務局紹介
　山口間税会事務局は、平成21年4月か
ら担当し、事務局は株式会社近江屋事
務所内に設置されています。当会では、
税の標語の募集や租税教室の開催など
を通じて、税に関する啓蒙広報活動に
取り組んでおります。今後とも会の活
性化に向け、他関係団体様とも協調し、
運営活動に邁進して参ります。
【事務局】〒753-0074
山口市中央1丁目4-11株式会社近江屋内
TEL083-924-0038
FAX083-921-0250

西大寺間税会　事務局紹介
　西大寺間税会は（会長 長瀬 一成）は、岡山県下13単位
会の一つとして、事務局を岡山商工会議所西大寺支所内に
設置し運営しております。
　会では間接税についての知識を習得し、自主的な申告納
税制度の確立を通して、円滑なる税務運営に協力する活動
を行っております。
　また、会員企業の健全な発展に寄与するために、いろい
ろな情報を提供するとともに、西大寺法人会と連携して租
税教育活動にも取り組んでいます。
　今後ともご指導ご鞭撻の程、何卒宜しくお願い申し上げ
ます。
【事務局】〒704-8116
岡山県岡山市東区西大
寺中3丁目6-15 岡山商
工会議所西大寺支所内
TEL086-942-0101
FAX086-942-0103

１．ご挨拶
２．間税会組織図

３．活動報告・お知らせ
４．会報等

広島国税局間税会連合会のホームページを是非ご覧ください ! !
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